
遺伝子組換え食品

厚生労働省は、平成１３年４月から遺伝子組換え食品の安全性審査を食品衛

生法上の義務としています。

遺伝子組換えとは？

生物の細胞から有用な性質を持つ遺伝子を取り出し、植物などの細胞の遺伝

子に組み込み、新しい性質をもたせることを遺伝子組換えといいます。

従来の品種改良とどこが違うの？

遺伝子組換え技術では、生産者や消費者の求める性質を効率よくもたせるこ

とができる点、組み込む有用な遺伝子が種を超えていろいろな生物から得られ

る点が違います。例えば、味の良い品種に乾燥に強くなる遺伝子を組み込むこ

とで、味が良く乾燥にも強い品種ができます。

※遺伝子組換え技術が用いられる前から、「掛け合わせ」の手法によって農作物の遺伝子

の組合せを変えることにより品種改良が行われてきました。

輸入日本ではどのように安全性のチェックをしているのですか？

市場に出ている遺伝子組換え食品は安全性が確認されたものです。（食べて

も大丈夫なものです）

申請者は、開発した品種ごとに厚生労働省に、安全性審査の申請をします。

これに対し、厚生労働省は専門家で構成される食品安全委員会に安全性の評価

を依頼し、食品安全委員会は安全性の評価（食品健康影響評価）を行います。

最新の科学的知見に基づく評価の結果、その安全性に問題がないと判断した食

品を厚生労働省が公表します。

輸入時の検査

安全が確認されていない遺伝子組換え食品が市場に出回らないようにしてい

ます。 安全性が確認されていない遺伝子組換え食品が輸入されていないか、

遺伝子組換え食品の輸入時の届出が正しく行われているかをチェックするた

め、平成13年4月から検疫所において輸入時検査を行っています。

・詳しくはこちら

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/idenshi/index.html

